
  

NPOインターン・コラボ・プロジェクト2007 p.1

  

     

                       

フリガナ 

団体名 

特定非営利活動法人 

ちばMDエコネット 

フリガナ 

代表者名 

ヤマダ ハルコ 

山田 晴子 

所在地 

〒273－0005 

千葉県船橋市本町４－３１－２３ 

交通手段：JR船橋駅／京成船橋駅から徒歩10分 

フリガナ 

氏名 

ヤマモト ヨシミ 

山本 佳美 
役職 

事務局長 

電話 047-426-8825 FAX 047-426-8825 
ご担当者 

E-mail sun@mdeconet-cit.org 

ウェブサイト http:// mdeconet-cit.org/ 

常勤者数     1   人    （常時、平均 3 人勤務） 

予算規模   1000万円 活動分野 
福祉、環境、まちづくり 

 

活動内容 ちばMDエコネットの「MD」は知的障害を表す英語Mental Disabilities の M

とD、「エコネット」で環境改善のネットワークを表します。1997年夏に発足、

1999年 10月に特定非営利活動法人として認証されました。障害のある人もな

い人も共に生きる社会の実現を目指して、千葉県で知的障害のある若者たちと共

にグラウンドワーク（地域の環境改善、まちづくり）活動に取り組んでいます。 

■ 公園清掃 

船橋市の委託を受けて、毎月第2・第4土曜日に船橋市馬込児童遊園の清掃を

しています。 

■ 遊休農地の活用・連携 

1999 年に船橋市内の遊休地で日本グラウンドワーク協会のモデル事業とし

て「障害者と共に創るコミュニティガーデン」事業を開始。2003年からはブル

ーベリーなどのベリー類の栽培に力を入れています。2006年12月に船橋の農

地を返還し、現在は理事個人の運営する農園と団体が連携する形を取って、無農

薬栽培のベリー類と野菜をカフェで活用したり、イベントの企画をしています。 

■ ドキュメンタリー映画「ひなたぼっこ」 

知的障害のある 5 人の若者の高校生活と友幸農園をつくる歩みをテーマに、

2000 年にドキュメンタリー映画を製作しました。北海道から九州まで全国約

90 箇所で上映され、障害のある若者が学校や地域でみなと共に生きる姿が共感

を呼びました。ビデオ化して販売もしています。 

■ コミュニティカフェ〈ひなたぼっこ〉 

2002年に船橋駅近くの商店街にコミュニティカフェ〈ひなたぼっこ〉を開き

ました。障害のある人とない人が共に働き、新たな出発の足場になること、市民

活動の拠点になることを目的として千葉県のNPO活動提案募集事業に応募し、

6 ｹ月間は委託事業として運営しました。その後、自主運営を続けています。

2007 年 5 月 1 日にリニューアルオープンし、現在はボックスショップとミニ
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ギャラリーも開設しました。 

■ ノーマライゼーション相談事業 

私たちのところには、これまでに障害のある人とその家族からの相談がずっと

寄せられていました。その課題を解決するには、私たちの力だけでなく行政や関

係機関との連携が必要とされることもたくさんありました。そこで、平成16年

度に千葉県が新しく作った県とNPOとの協働事業提案制度に「ノーマライゼー

ション相談事業」を提案。事業は採択され、個別相談を行うと共に年6回のセミ

ナーとフォーラムを開催。平成17年度には「次世代育成支援」も含めた協働事

業を実施。平成18年度は自主運営。平成19年度は、障害のある子の学校生活

支援と地域生活支援の相談とケースワークを中心に「ノーマライゼーション学校

支援事業」を実施中。 

インターン

生の主な仕

事内容 

ちばMDエコネットの活動の全体を把握していただくために、各事業を経験して

いただきます。 

 ①公園清掃 ②農園作業 ③コミュニティカフェスタッフ 

 ④相談事業事務局スタッフ ⑤会報発送作業 

その上で、以下の仕事を主なものとします。 

１． コミュニティカフェの運営スタッフ 

・ カフェで障害のある人と共に接客やキッチン内の業務を行う。 

・ 9月に行うオープン6周年記念イベントの企画・運営 

・ カフェの広報・宣伝 

２． 「ノーマライゼーション学校支援事業」運営スタッフ 

・ セミナー、フォーラム広報・宣伝 

・ セミナー、フォーラム事前準備 

・ セミナー（9月）当日スタッフ 

 

※これ以外に、団体の事務局作業を適宜お願いすることがあります。 

 

インターン

生の仕事内

容の目的、お

よび、団体に

おける位置

づけ 

ちば MD エコネットでは、「ノーマライゼーション社会の実現」を大きな目標に

掲げ、様々な活動を展開しています。それぞれの活動に参加していただくことで、

「障害のある人とない人が共に生きる社会」について考えを深め、今の自分にで

きることを見つけて欲しいと思います。 

 

「１」について 

コミュニティカフェの運営は、私たちの団体の一番重要な事業です。障害のある

人を尊重し、同じスタッフという立場で仕事をし、障害のある人が仕事がしやす

いようにサポートするという関わり方をつかんでもらいます。また、地域に開か

れたコミュニティカフェとして、より多くの人が来ていただけるような運営につ

いてアイデアを出し、カフェの責任者と相談し、スタッフ、ボランティアさんと

協力して実施していただきます。カフェの6周年記念イベントは企画・運営を主

体的に行ってもらいます。 
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「２」について 

障害のある子の学校生活と地域生活の課題について認識を深めることを第一の

目的とします。また、行政と NPO との協働事業の運営業務を通して、行政と

NPO との違いを理解してもらうと共に、役割分担をしながら市民ニーズに応え

ることを学んでもらいたいと思います。 

 

得られる 

経験や社会

的評価 

 

・障害のある人と一緒に活動したり、同じスタッフとして仕事をする経験 

・障害のある人が地域で生活していく際に必要な支援やケアについての知識 

・コミュニティカフェという地域に開かれた拠点を中心とした様々な人との交流 

・お客さま、スタッフ、ボランティアさんなど、立場の違う人と接する際のコミ

ュニケーション力 
・イベントの企画・運営力 

まだまだ障害のある人を特別視する傾向の強い世の中で、障害のある人と障害の

ない人が「共に生きる」ということを、より深く考えるきっかけを見つけられる

はずです。ＮＰＯの現場で様々な人と関わり合うことで、これまでと違った視点

で社会を見ることができるようになると思います。 

 

 

１．実習に必要な（あるいは望ましい）資格、知識、技能、関心など 

・障害のある人もない人も地域で共に生きていくことに関心があること 

・人と接する時の最低限のマナー 

・パソコン（Word）入力、ブログ等の書き込みができる ※望ましい 

 

２．こんな学生に来てほしい！ 

・人と接するのが好きな方 

・主体的に仕事に取り組み、責任感のある方 

 

３．交通費支給の有無  

・通勤にかかる交通費 

なし 

・業務範囲内でかかる交通費 

あり ⇒ 実費支給 

※「ノーマライゼーション学校支援事業」運営スタッフとしての業務に関わ

る部分 

 

*その他、資金的な支援があればお書きください。 

受け入れ 

条件 

カフェのスタッフとして働いていただいた場合には、ランチ半額にて提供 
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事前に勉強

しておいて

もらいたい

内容 

・ちばMDエコネットのホームページを見る 

・ちばMDエコネットが製作したドキュメンタリー映画「ひなたぼっこ」をお貸

しするので、見ておいていただく 

・可能であれば、マッチング成立後、コミュニティカフェに一度いらしていただ

くこと 

 

受入希望時

期と時間帯 

 

 

 

・週 2日以上（土日も含む）、10：30～18：30の間で4時間～6時間程度 

※イベントなどは、上記以外の時間帯になる可能性もあるので、柔軟に対応して

いただけるとありがたいです。 

※それぞれの活動を経験していただくので、土日にインターンの予定を入れられ

る方が望ましいです。 

 

 

 


